


事業概要
1. 期間

開始 ：（西暦）2025年 7月
終了（予定）：（西暦）2030年 3月

2. 最終目標

3.成果・進捗概要

評価方法最終目標(2030年3月)中間目標(2027年9月)

1～10cm2の単セル2.02.2電解性能
(V @4.0A/cm2)

加速耐久試験1000500耐久性 (h)

1～25cm2の単セル00アノード貴金属量
(mg/cm2)

1～25cm2の単セル0.10.5カソード貴金属量
(mg/cm2)

1～25cm2の単セル0.070.1抵抗 (Ωcm2)
1～25cm2の単セル8080運転温度 (℃)

①優れた物性を持つ新規フッ素フリーのアニオン交換膜・イオノマーを開発した。三元共重合構造により、従来の
フッ素化アニオン膜と同等の高いアニオン導電率を維持しつつガス透過率の制御を可能にした。量産技術を進めた。
②非貴金属触媒NiFeOxを基にした新規触媒を開発した。アノード用にはNiFeOxに対し含浸法にて非結晶性NiOを担
持した新触媒が、市販IrOxに比べて2.4倍高い活性を達成した。カソード用にはNiFeOxにPtナノ粒子を担持し、HER活
性が市販Pt/Cの3倍に向上した。量産技術を進めた。
③標準アニオン膜を用いて水電解の給水方式と膜厚の影響を明らかにした。両側給水では10A/cm²まで安定に電
解が可能であり、アノード片側給水では膜厚30μmでは安定した電解が可能であった。
④量産用のNiFe触媒を用いた25cm2単セル試験において高電解性能を達成した。25cm2スタックでは線パッキン構
造の採用で締結面圧のばらつきを抑え、セル間電圧のばらつきを大幅に低減できた。 2





2 ．研究開発マネジメントについて：実施体制

【委託先】

国立大学法人山梨大学

・研究実施場所：水素・燃料電池ナノ材料研究センター（甲府市）
クリーンエネルギー研究センター（甲府市）

・研究項目：
「低コストPFAS対応アニオン膜・イオノマーの開発」
「非/低貴金属電極触媒の開発」
「アニオン膜型水電解セルの高性能化・高耐久化」
「アニオン膜型水電解セル・スタック技術の開発

ＮＥＤＯ

タカハタプレシジョン株式会社
・研究実施場所：Waseda Laboratory （新宿区）、Saitama Laboratory （和光市）
・研究項目：「低コストPFAS対応アニオン膜・イオノマーの量産技術」

日本化学産業株式会社
・研究実施場所：R&Dセンター（草加市）
・研究項目：「非/低貴金属電極触媒の量産技術」

富士電機株式会社
・研究実施場所：先端技術研究所（日野市、市原市）
・研究項目：「アニオン膜型水電解セル・スタック技術の開発」

【委託先】

【委託先】

【委託先】
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2 ．研究開発マネジメントについて：スケジュールと進捗

（参考）2028年度2027年度2026年度2025年度

研究開発テーマ 第4
四
半
期

第3
四
半
期
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四
半
期

第1
四
半
期

第4
四
半
期
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四
半
期

第2
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半
期

第1
四
半
期
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半
期
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半
期
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半
期
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期
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四
半
期
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期

④アニオン膜型水電解セル・スタック技術の開発（富士電機株式会社）

• 大面積（300cm2級）
単セルの設計及び評価

• 多直スタック（25cm2級、
10セル級）の試作及び
評価

電極構成検討

セル構成検討
設計試作

改良MEA単セル評価

改良MEA劣化評価

再改良MEA劣化評価

運転時劣化要因抽出

構造・運転条件検討

PF情報加味した設計

スタック試作

改良MEAスタック評
価

再改良MEAスタック評
価

セル構成検討・
スタック構成検討完▽

大ロット触媒↓

▽改良MEAスタック一次評価完
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３．研究開発成果について
多直スタック構造の検討

・多直スタックのI-V特性は単セルと同等の特性が得られた。
・面内圧力分布の均一化により、各セル特性ばらつき改善（ばらつき1%未満）
・アノード通流条件においても、両極通流条件と同等の特性（各セル特性差12mV以下@2A/cm2）

両極通流I-V測定結果

アノード通流I-V測定結果

④アニオン膜型水電解セル・スタック技術の開発

条件項目

80℃セル温度

1M KOH電解液

アノード通流通流方式

運転条件
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４．今後の見通しについて：実用化に向けた戦略

本プロジェクトは5年間でアニオン膜型水電解セルの要素研究と実用化技術の確
立、スタック技術の開発を目指すものであり、その目標を達成するためのアニオン膜の
開発、非・低貴金属系電極触媒の開発、スケールアップ、単セル評価、スタック技術
に関する研究開発を行う。主たる研究機関である山梨大学は国立大学法人である
ため直接的に事業化を行うことは無いが、共同提案先の企業（タカハタプレシジョン
株式会社：アニオン膜・イオノマー、日本化学産業株式会社：非・低貴金属系電
極触媒、膜電極接合体・水電解セル、富士電機株式会社：スタック）による実施
を見込んでいる。各材料（アニオン膜、イオノマー、電極触媒）、MEAの構造、組成、
製造方法、単セルやスタックの構造や配置などに関する知財を創出する。

水電解膜電極接合体を販売する多数の企業から関心表明書を提出いただいてお
り、これらの企業を通した実用化・事業化も視野に入れている。システム企業とはス
タック評価とシステム設計に関して定期的に情報交換を行っている。山梨大学は、必
要な施策やフォローをプロジェクト期間中およびプロジェクト終了後においても行う。
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